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この巧巧説巧 » および g 苗への巧巧では、«品を安をにをしくおないいただを、あなたや化の人々へのを« 
やお産への iW をホがに巧比ずるために、いろいろな；族 R 巧をしでいまず。その表示と憲巧は巧のよラにな 
つでいまず•巧含をよく巧おしでから本义をお読みぐだまもん 

A 巧をとヒこのま巧を無巧しで、篇つた巧りあいをずると、乂々巧亡、■傷を負う巧が巧、または义災 
W C 3 のな能化が8定される巧含を巧しでいまず* 

この巧巧を巧巧しで、おつた取り巧いをすると、义が傷 S を H ラ巧能をやな的撰 H の発をが 
巧定される巧客を巧しでいまず。 


A 注意 


指巧巧の巧 



金おちはま意を巧ず巧容び友ることを吿げるをのでず。 

因の中に具が的なを慧巧容(を苗の»をは一*!的なま意)ザ巧かれでいまず。 

( S ) E 畳は禁比の巧巧でおることをちげるをのです。 

因の中や巧巧に貝巧的な祭比巧 S (をほをはガソ U ン巧止)がなかれでいまず。 

み記君は巧為を担巧する巧客を巧げるをのでず。 

因の中に具な:的な担巧内容（を因な>爆をは寒巧フラグをコンたントからないでください) 
が巧かれでいまず。 


A So (WARNING) 


•ガソリンぶ 镇 1 

ガソリンなど巧発をの s いなは、巧巧に巧巧しないでくだまい。 1 jwf ) 

义巧の巧巧になりまず。 \^y 

参 煙突か m 居巧 

巧巧ががれたまま使用しないでくださし、 

巧れでいると 遅 巧やに巧ガスびを巧にをれで、を巧です。 

み V ； 

JF 

科 

^ 0 

•煙突巧そく盾换 V 

巧巧がつまつたり、ぶさがれたままで使巧しないでください。 — 

巧そくしでいると通ち中にが巧スヴま巧にちれで、ち巧でず。 j 

L 接 

& 

♦巧類の乾燥底禁 =r 

巧類などの巧なには巧巧しないでください。 i 

巧巧び巧下しで义びつき、义巧の原困になりまず。 J 

な 


•スプレー吿巧禁^ 

スプレー巧や力たットこんろ巧ポンベなどを、ストーブの上や前に 放置 

しないでください。巧で巧の压力び上びり、爆堯し、ち検です。 _ 

狐 

m 





1 .特にを意しでいただきたいこと（安全のために必ずお守りください) 


么注意 ( CAUT に N ) 


. > 

参カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやずいちのを巧ブけないでください。 

义巧が発をするおそれびあります。巧燃巧との巧巧巧なについでは 
揉華おえ巧け因例 （24 ページ）を参照しでください。 

国縣 

^ 0 

•給油時消义 

お巧は、必す消乂しでからおこなつでください。 ( 

义巧のおそれがありまず。 


n 

•油漏れ確認 

巧タンク-ゴム追[送巧管-接ちがおよびお器などからのな巧滿れ 

びないことを確認の上ご使巧ください。口巧び漏れでいると义が づム製送ミを管、ィ 

のおそれがありまず。 ^ 

!〇 

♦異常時使用禁止 

巧一異常を想じたときは、使巧しないでください。 

黄をが焼のおそれびあります。 

早験 

i & 

参高温部接触禁止 

燃焼中や消义直をは、宮温部、煙ち、巧上部にまなどふれないでください。 
やけどのおそれびあ0まず。 



•やかんのせ禁止 1 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接がによってやかんの熱巧びこぼれ、やけどのおそれがあります。 1 ノ * i 、 1 

0 

•分解修理の禁止 

巧巧、破損したら、使巧しなレで<ださい。 

不完をな修理は、危挨です。 



♦腰をかけたり、物をのせないで 

お器の上にのった0、おをかけたりしないでください。なおの巧巧や、やけど 
のおそれがあります。機器の上に巧びんや水を入れたをのなどを垣かないでく 
ださい。水びかかると漏巧やが房のおそれびあ0ます。 


0 

♦改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。 

また、ス1ブや煙突には床暖房巧のお交換夏などを巧り巧けないでくださし、。 
义おやがガスび室内にちれる原因となりち巧です。 


0 

•換気扇使用禁止 

ス1ブを使巧しでいる同室ので巧巧扇を巧巧しないでください。立消え 
しで爆発燃焼ずるおそれがあります。 

また、巧気□-お気□は常におおし、巧などでふさびないでください。 



ム慰 

卧 

r 0 





•特にを慧しでいただきたいこと(おをのために必ずお奇〇ください) 


A 注意 ( CAUTION ) 

•ドラフトレギユレータの巧り付け ドラフトレギュレ-夕 

巧巧の引き（ドラフト）がないと ㈱ 巧不良が発生します。 V 

巧の巧巧巧置の Ji をは化す、ダブルドラフトレギユレータ（巧巧品 DFM ) 

を巧り巧けでください。 — 

- 窠さな 巧に 接がす る 《 合- 撕準寸 巧な上に立ち上が0び g い«を 

• 巧び強くで炎び巧むような 巧を X 

-1 〇 

•* 源コードを 巧め ない • 

«おコードに巧巧な力を如そたり、巧をのせたりしないでください。 立ゴみ^ 

また、《巧プラグを巧くときは、〕ードを持って引き抜かないでください。 V N/ 

义災ゃ巧，の酬こなります。 口 、ゾ 

•電源プラグは®実に差しこむ V W 

g 巧プラグはコンたントにお巧まで 想 ミに差しこんでください。 CF 

また、傷んだプラグやゆるんだコシじントは巧巧しないでください。义炎 
の原因になります。 グ 

めれたまでの巧き差しはしないでください。 巧 S の原因になりまず。 グ 

〇 


♦長期間使用しないとをは電源プラグを抜く 

長巧な巧巧しないとぎ文は巧 《 ずるとぎは、おす 巧 巧プラグをコンたント 
から巧いでください。 

次災やチなしなし)妻巧の原因になります。 


C 









1 .特に注意しでいただぎたいこと(安全のために必すお守りください) 


^ お願い ( NOTICE ) 

参機器を廃棄ずるとをのま意 

ストーブを廃棄処分するとさは、定巧面器のな'巧を 
巧きとっでください。 （16 ページ） 

な巧を入ったまま巧おするとリサイクルの隐にあね 
め事巧になるおそれびあります。 

L 

•口油の廃棄 

1な巧の巧案処分は、な'ぶをお貢いホめになった販壳 
店にご相談ください。 

J 


2•使用する場所 


ストーブをま全に使巧するためには、場所の送定が大助です。 



まをに使用するために 


7ントルピースなどには据えはけないでください。 


据奋び1000 m を超える島饱では使巧しないでください。 
(空気の巧ちびまいため、燃焼に必要な空巧び不足します。） 


巧!栗のに使用するために 


冷気の入ってくる方向、側えばお側などに垣くと、冷おびストーブ 
で暖められで巧流しまずので、効果的です。 


'<>•*■ ;'う -• 、’一；、；ぶ'‘.- *. -^"奪|二.•--'-お！去3が y をぉち.； 4广ん.'去..こ'-/;! - く 蹇 く:したブ 

讓;:!鑛観鍵;誦11^麵 I 腿お!. I! 


参部屋の巧湿を工夫し、部屋の温度の調節を似びけましよラ。 












































表示部の名称と働妾 


通巧は現巧時刻を表示します。 

タイマー運お時はタイマ—たット時刻を表/示 
します。 




室通設定ボタンで設定したき温をデジタル表 
示します。 

ストーブにトラブルび発をすると、トラブル 
がおびお君表示（モニターサイン）されまず。 


時計•タイ7— 


設定室温 


In 


MICRO COMPUTER 
CONTROL 


••HIM 


運乾 


夕 1 、一 I - ( 


CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 


タイ7—運転中は点灯します。 

タイ7—畳お昏止かはおなしまず。 




忆ーブ巧あ中は点巧し、巧巧すると消のします。 
室溫設定を10で （ F 点設定）にすると有動的に 
たーフ31あにな0点なします。 


運転 
>入•奶 J 


国 


巧す（曇）と運起（点义）します。 
をラーち巧す （ 1 ) とお义します。 


運拓スイツチを押す （ 1 ) とおなします。 
ちラー度がず （ 1 ) と消なします。 


6 



























■オープンボケットの说巧 

♦オープンボケツトを廷くがしこむと、ゆっくり化できまず。操が獲巧く巧しをどすと□ックしで止まります。 


■揉が宮についで 

参揉作ボタンを巧ずとピツと音がします。 
巧揉たをずるとピッちが2◎します。 


义力«宙つまみをけ*か J から「大 J の面で動かし 
义力をリニアにま》»節します。 

父力 MJ つまみを \ mm \ に台ねせるとルームサー 
モによる宮»»巧（まあ投をボタンでま a を R 定） 
びできます。 


f 時がをせ J •••現を時巧をさねせるときに r 時れをせ J 
化■にしまず。 

r タイ7 —を せ j …タイマーたット時刻を台わせると 
さ「クイ7—合せ J の»にします。 
r 通巧 J … 巧を 時 巧 やタイマーたット時巧をさわせた 
ら、 g 常巧巧 中は、 f 通巧 J になプをどしてください。 


义力||顏つまみを r 有 nj にずるとルームサーモに 
よる室 a 扭巧 （29 〜15で、10で （ F なお定 )） びで 
きます。 

rg め J …巧定巧度を1ですつ上巧 
r 巧め J …おち S 巧を1ですつせ下 



义力臘、グ7ミダ輔ぶ含が巧と、 イン n - 
夕-纖となり、觀と跪涵度の i じあじて、 
剖備じけ3鄕ヒします。 




1 


H 画围 

_ 


1回巧すとたーブ g 巧，ま a が拉定 SS より一を a 
度上巧ずると巧义し、一定通度巧下すると白動的に 
な义動巧に乂〇ます。 

巧 g 巧すと、它ーブは解巧されます。 


•時巧の r 時 j ををわせるときに巧います。 


持巧の f 分 J ををわせるとさに巧います。 

時れ»節スイッチのの■により、1因の巧しのちみ 
方び異な0ます。 

r 時れをか…1分すつをわります 
r タイ7—含せ j "5 分ずつをわりまず。 


タイマー*お 

蓮巧スイツチを r 入 J にし、タイマーじツトボタン 
を#ずことにより、タイマー8巧びなな、時巧巧示 
にタイマーたツト時巧ザ g なしでを巧され、タイ7 
一通あが拍始されまず • 

(タイマー表ホびななしなければタイ7-通励ま巧 
议ザ户キか知 、 

它ツト時巧になると、タイ7—を巧ヴ消なし巧を時 
巧び巧巧されで SIB 的に遅ちびなおされます。 
タイマー通拓の解巧 

タイマー通おかにをラー度、タイマーじツトポタン 
をがすとタイマ ー j ■巧が解巧されます。 










































燃料 


が料は化ずな巧 （ J 旧1@な巧）を巧巧しでください。 

• IA 警告 I ガソリンなど巧巧性の届い巧は、义巧の原因にな0ますので絶巧に 
使巧しないで < ださい。 

注,胃を質な巧、ちれた口’进、水の混じっている灯'油などは、抱巧に使用 
しないでくださレ。 

• 忆ま意 1 灯'ぶは、おす义巧•雨水-ごみ • 冨お及び、直射曰巧を避けた巧巧 
に保管しでください。 




■給油の踪の寺1賴とを意 



♦ちなパルブを閉じでおな□ふたをはすし巧おのお'逆器具で口'庙をを巧してください。 

巧■計のかび「满」をさしたらお’油をやめでください。 

参おな□ふたを必すをとどおりに资めでください。 

♦お巧のおに、水、ごみなどを入れないよラ特にま意しでください。 


■お巧□ふたは、確実に痛めでください。 

■こぼれた巧巧はよくふきとっでください。 

■が巧のれのを意と空気巧ぎのち法 

莊タンクを空にしないよラにを意しでくださし、 

湛タンクをいったん空にしますと、ち巧経路のにを巧びたまり、正常にちおができなくなることびありまず。このよラ 
な巧さには巧のお巧で空気巧ぎをしでください。 

1. 巧タンクにお’油します。 

2. ストーブの If ム芭□から、ゴム製を巧普をはすします。 

3. ゴム製ち巧管から巧び連続しで流れおることをおかめでからゴム製送油管ををとど 
おりにストーブこ取り巧けます。（ミ巧がこぼれないように容器を巧意しでください。) 



運怒開始前の準備と確認 


■巧全装置のたット、取扱上のを應 












5 .使用方法（使いち) 



CRYSTAL DIOfTAL 


巧拓スイツチを巧ず 


MICRO COMPUTER 
CONTROL 


'時れ•タイマち 


巧を爱涯 


•才ープンポケツト內の义力 B 節つまみで「呂苗通お J と f き»3■巧 J が段をできまず。 
ご巧望の通巧方をでご巧巧 < ださい。 


广お义順巧っ 

■义力！!節 r 白！!遅巧 J の場を 


き郵11手お)义力爾節 
巧みル中 乂 


運お I 
i 入.切羞、<! 


参义力 Htt つまみを f ちな)にるねせでくださむ。投巧室巧と却重の巧巧に巧じた 
火力で m なしまず。 

(义方 iwe f 寺!&函反 j 《截か〜大》のなをは、义力調節つまみの巧を义力で游巧 
します。） 

♦巧れさせは 11ページ r 現を時巧の H 節巧を J をお贿しでおこなつでください。 

1 . 時巧巧巧が玩巧が巧を表巧しでいることを篇»しでください。 

2. 通巧スイツチをタレで(■入 J にしでください。 

自巧的に、なのぶさに薄巧（サ11燃巧-本巧巧）しまず。 

(义力 S 節 r 寺な 》IEJ ( I かぶ〜大）の》をは投定を通のを巧はありません。） 


■送油紐齡洁を twMiar 

♦巧タンクや偉巧含の接を巧などからなをれがないかどうかな曲しでくたさい。 

■電巧お練の確 R 

# IA > ilt 1 霞灌プラグをコンをントに巧の«巧まで WI に翻!しこんでください。 
参 g おコードが煙巧などの■はなにふれるおそれのないことを IBB しでください。 


IJS 齡紛~^本紀巧- 























才ープンポクット巧の义力爾節つまみを「自動 ■! に合わせると、ルームサーモによる有動運転となり、設定室湿に自動 
調節されまず。 

表示部に設を室お （24 で）び表示されますので巧のように現節してください。 

1--—.-^. 参室温おをポタン r 育め J を巧ずたびに1で上易します。 

低め高め （上限29で） 

、ぶ芳/ 参りまめ J を押すたびに15でまでは1ですつ下びり、15でからはいきな 

///室温設も W へ り10で （ F 点設定）となります。 

////•', -^\\ \ 参10で設定の巧さはたーブ運弦表示ランプび点巧し、じーブ運おとなり 


設定き温を15でな上に上げるとたーブ運範表示ランプが消え、き、 
\動的に誤おされまず。 ) 


义力围お r 自動 J 運転時に、微か义力でち室温が設定室温より上昇する巧さ、設定塞’温よ0約3で上昇すると自動的に 
’消义し、設定室温まで下びると点义動巧に入りまず。これをくり返ずことによりむだな部屋のあたため遇ぎを防ぎまず。 

_ ♦室あ設定ポタンにより巧望の室溫設をを、たーフ巧起ポタンを巧しでく 

入/が ださい。 

(_ i-Os むーブ運巧表示ランプび点巧し、じーブ運転となりまず。 

たーフ参じ—ブまおポタンを再度巧すことによりたーブま賠表示ランプび消え、 
-\ たーブ巧巧解除となりまず。 


义力調節 (手動調節一寺動蓬括) 


■ 


室温設定による有動運転の化に、义力满節つまみによるま動义力弱節が巧能です。 


巧のようにしてください。 


白動 II 手動乂力調節 

微少ル 中 乂 


参オープンボケット巧の义力弱節つまみを r 巧少 J から「大 J の間のご巧 
望の巧置にをねせでください。 

表巧部の設を室温表示び消え、示偏絲焼び終了すると約 2.5 分聞义力は 
中义力になり、そのをは义力調おつまみの設定义力で燃焼します。 


■がのが態 

ストーブのおえ巧けや煙突の関巧で、炎は多少を化します。 














運お 

k 入.切羞 



通ちスイツチをみ巳で ns むにんでくださむ。 

麗巧ランプが消巧しまず。 

巧なまび巧班するを鐘こが巧巧鎖幽お尚 i 化し、巧巧がをながのずぺでめ 
ランフび巧。しまず。 



參が巧中に巧つで電涵プラグを巧いたり、蓮后スイッチを f の j にずると、巧お义まを装■の》きで、ストーブが巧巧 
されるまでのが2巧なはちな义できません。 

ただし«。的な巧义II作（巧1巧な巧）の》ちは、そのままが度び推なされます。 

隹停»時には、かず»巧スイッチを「巧 J にしでください。 


現を時刻の讚節お法 


時討*タイ7— 


1. オーブンポクタト的の時れ n 節スイツチを r 時がをせ j にしまず。 
はじめで法巧ずるとさや、>巧プラグを巧時な巧いたとぎは、時巧表巧は 
0 : 00巧を巧レまず。 

2. 時れ巧節の r 時 j • r 分 J ボタンを巧しで現巧時刻をさわせます。 


巧；午前6巧15かじをわせる 場 さ 
① r 時 J ボタンを押しで"午前6:00•にしまず。 


③ず分 j ボタンをがしで’午前6 :1 5" にしまず。 


特〇5|} I I し〇み 


時が•タイマ 


時計•タイ 



時む 


maaTffiiiPwi 



時針.を: f 7一 



3. 化ず時ホ巧®スイッチを mmi 巧■にをどしでください。 

(持計は、巧か満宙スイッチを f 通巧 J 巧■にをどした時なから動ぎ巧め 
まず。） 












■逢お時刻の含わせ方 


時計 

♦ つ '― 

m ) 

Lj 物 

1^^ {タイ 7— 


1. 才ーブンポクツト內の時計調節スイツチを r タイマーさせ」にします。 

2. 時計調節の r 時」 • r 分」ボタンをがしでタイマー点次時刻をさねせます。 
r 分 J は5分ごとに動きます。 


例：午前6時30分に合わせるおさ 

① r 時」ボタンを巧して"午前6 : 00"にしまず。 ③(■巧 J ボタンを巧しで"午前6 : 30" にします。 



これでタイマーたツト時刻び記巧されました。 



3. 必ず時計巧節スイッチを f 通巧 J ぬ宙にちどしてください。これで時刻表 
示には現を時刻び表示されまず。 


■タイ7—運括方法 



1，送おスイッチを巧しで ITU にしてください。 

(燃焼中の巧さはそのままです。） 

2. 适振ずるときのご希望の室あ又は、义力に合わせてください。 


3. タイマーたツトボタンを巧してください。 

時刻表巧にタイマーたツト時刻び表示され、タイマー表示ランプが点巧し、 
タイマー巧拓に入りまず。 

(このとき、が巧用送風機び10分お廷おしまずび異常ではありません。） 


•タイマーたツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマーたツト時刻が表示され続けます 
参運ち中にタイマーじツトボタンを巧ずと、ストーブは有おお义し、适転を停止します。 






■タイマー遅巧の SI 巧 

♦タイマーたツトボタンを押しまず。 

タイマー巧巧ランプ々巧が!し、時巧巧巧に現を時巧が巧巧され、タイマー* 
巧が霖巧されまず。 

•このままであれば宜雙做に麵おを巧がします。 H 巧を停止する涵さは、 S 巧 
スイツチを f 巧 J にしでください。 


時が ■ タイス ー 

す葡 

すを 

I/O 

J 

♦ 

ヨ日 



0 9イマ 

■ 



■タイマーじツト時刻•現を時刻(が m 

①時か M » スイッチを r 時が■合せ J 及は r タイマーをせ J にさねせま巧"。 



巧を時巧の巧拓 タイマーたット時巧め度巧 


③現を時翅及は、タイマーたツト時効が時巧巧巧に巧巧されまず。 
⑤巧拓巧、時れ》節スイツチは、化ず ra 巧 J の■にをどしでください。 



モニタ…サインについで 


ストーブにトラブルが発ますると、トラス巧的3を塞灌衡がな巧 i 巧巧（モニターサイン）されまず。 

この爆舍 E 8 巧巧の巧 g を、ストーブな養巧に巧 R されたモニターサインー》巧、または 19〜ぶ!ページ {•巧» •興《 
の見分け方と巧■巧巧 J をご K のラえ、化巧な姐»をしでください。 


<モニターサインー!！巧> 




































本書の I •特に注意しでいただきたいこと（まをのために必すお巧りください)」の化に、巧の項目についでち'ま意しでく 

ださい。_ __ 

参上面ガードは、地巧などによ0巧燃物が落下したときなどに义がをお止するためのちのです。やむをえす取りはす 
したおちは、必すをとのが想に取り巧けでおいでください。 

参クリーニンヴ巧、美容院などの化学巧是を巧ラところや温室、短育室など、動植物の育成栽培に巧巧しないでくだ 
さい。 

参まび発をしたとき、涅（誘導涅）によ 0— 時的な巧巧圧びかかっでを、過巧圧的止装《び機器を保護するしくみに 
なっていますび、大きな雷（直巧雲など）の巧さは、巧牙部品を損傷するおそれびあウますので、巧源プラグをコ 
ンじントから巧いでください。 


6 •まを装置 


このストーブには巧のよラなまを装置びついています。 

すぺでの巧をち《は、黃巧び巧り除、かれでち毎度点义操巧をしなければを巧は巧止したままです。 


まを装置 

原因-作動結果 

処置ちを 

巧露白動消乂装置 
(( f 引表示） 

• 強いが震や街爱を受けたとき 

ク 

•.モニターサイン1 [引表示’ 

. 自動的に消义 

• ストーブの周のに具常びないか 
活認し、点义操がしで<ださい。 

(巧 S 有動お义装置は作動を白 
動的にじツトされます。） 

) 

i 

{ 

点义安全装置 

燃焼制御装是 

(フレーム□ッド） 

TT 71 表示 { MJ 表示^ 

、（透中ぉ义）（不含义）ノ 

♦お义=スをしたとま 
♦途中失义をしたとぎ 
♦炎び異觀こルさし化き 

ク 

モニターサイン1 f 表示また 
は1 f 巧表示 
-自動的にお义 

♦曰常の点を-ま入れ（巧〜18ぺ 
ージ参照）をしでから点义揉が 
をしで < ださい。 

♦なおち異巧びある巧さは、お度 
いずめの股巧店にご巧致くださ 
い。 

\ 

( 

亭電安を装置 
^^で表示，「^表示\ 

。〇妙は上> ) / 

♦停巧したとぎ 

♦ S 源プラヴび巧けたとき 

ク 

-通里をモニターサイン rm 表 
示または | f 9| 表示 
-白動的に消义 

• | f 7| の访さ、時計などの t ツ 
卜をしでから、お义巧巧をしで 
<ドタ/、 

• If 引の场合、適電をな义绕作 
をしで < ださい。 

• 巧源プラグをお盈しでください。 













装■のさ称 

選 yMM 


再点义巧を装壓 

♦消义苗を、巧お災摧がしたとま 

-巧2分冉の巧巧後でないとが义 
«がに入らない， 

/ ♦巧2みな巧を、自巧的にお、 

\义巧作を巧おしまず。 ) 

がお巧を巧が巧巧 

おお装置 

( が1ぶ巧） 

♦回を巧が巧巧に巧下したとさ 

ク 

-モニターサイン f がり表巧 
ストーブの WB が P 止 

• 巧巧あ下の原巧を巧0巧いでか 
らな乂揉巧をしで < ださし、 
•なおを具巧ザある。をはお国い 
巧めの度巧巧にご巧较< ださい。 

週電流巧止装 ■ 

(1 巧嚇翻!讓 

♦肉巧化度のショートにより«電 
巧ヴ流れたとま 

〇%...' , 

* li 流ヒュ—ぶ灼麟 t 讀べおが 

' がを停化’ぶ普,'ふが寶 

• お！!い巧めの巧巧店にホ巧を巧 
巧しでください。 

■ ' ■ ■ ''':'\'も 
'. ? r ..:... 

.. ， ..;.； 

... ... -.' 

. ...’- ... ’ > 

安が-ミスタ®社:巧で） 

( 1が1巧示） 

•ストーブの上面なかが i か函れ 
れでいるとき 

•ストーブの巧面に iW 巧などび 
おるとぎ 

r — 1 

.モニターサイン巧01巧巧 
•呂®的に消义 

♦巧远を® 0巧い t ： から点义》作 
をしで< だ巧い。 

♦なおを巧 W がちる满をはお!!い 
巧めの巧巧巧にご巧巧ください。 

.... ... . ’ 


8 •曰常の点お-を入れ 



点お•寺入れは消义巧、ボットノトナび巧巧しでから、化ず>巧プラグを〕ン t ントから巧いでおこ 
なつでください。 


で 門:.:........: 雨.....：....- : .....こ.....:。- . . '..ご-: . „■.... 通 こ:-;':，^^^^^^ 

I: 匹居 M 心'.'... ..... ..... ... 

__L 点檢、手入れの必愛環貸、時期、方法 " 


■两西の巧が巧 （ ftffi ごと） 

• 胚を意] スト-ブの,11は、«に Ha • 揉なし、儀えやずいものを■かないでくだぞい。 

■ほこり•巧れ （ ft 用ごと) 

參ほこりやちれをそのままにしでおをまずと、巧がしみたりしでち巧でず。 


ス I -ーブはいつち滴巧にしでご巧巧ください。 


■巧をれ•巧のたまり•巧のにじみ(巧巧ごと) 


♦ ft 台 • 油タンクに巧をれ•逆のたまりやなのにじみがないか、ときどみお巧しでください。 
又、お'逆の巧にこぼれたな巧は、よくふきとつでください。 






















点侯、ま入れの化要頂目、時期、方ミ去 


■ゴム製送巧管の点檢 • 交換の目安 (シーズンの巧め） 

♦ I ごミ主意1 ゴムな ちな«は、 g 巧で®巧しないで<ださい。 

歴がでの活用は巧止されでいまず。 

秦屋巧でゴムおを巧管を使巧しでいるときは、お没、収お、変質、変お、ひび割れびないかお認し、欠点のあるときは 
交換しでください。 

交換の目安は、3巧に一度です。 

■巧タンク（シーズンの初め、巧時） 

参;'由タンクのはがやごみがたまりやずいちのです。を巧のとき、点おしでください。 

巧タンクののか抜さ及び掃おは、巧タンク巧属の取巧説明ちにがっでおこなっでください。 

■煙突の接続部のゆるみ及びトツプの周囲（シ-スンの巧め、®時） 

•煙突の接続卸、煙突トップのはすれびないかを点おしてください。煙巧びお食したり、巧びあいたりしでいると危険 
ですので巧しい物と交換しでください。 

•煙巧の巧くには燃えやずい物を。かないでください。 

•煙突巧は結醒でをじた水おがまってつまるとち巧です。点义時に、煙突のつなぎ目やス I ブより真巧な煙び出たら 
お义しで、煙突巧部を点檢しでください。 


■定巧面おのストレーナの掃な（适時) 



◎まわす 



•定巧画器には、ごみを巧くためのストレーナがついでいます。 

ごみびたまると、0巧の流れを巧げて、十分な义力が化なくなります。 

巧のよラに巧巧してください。 

1. 巧タンクのを荘バルブを閱じでください。 

2. ス1ブの孤あを止めでいるねじ （5 本）をはすし、前板の下測を引き上 
げで、前に引いで巧りはずしでください。 

3. 巧作がをを图のように、 の »た部のを側をかし引き上 I プで、 ③# 前にまね 
しで、開いてください。定巧面おびみえできまず。 

4. ストレーナの巧除□に商ホしなどの居紙を董しこんで、'逆ガイドを巧り、そ 
の下に容おを置いでストレーナの比めねじをゆるめではすしでください。 
定'进面器の巧れたな巧やごみがを部流れ出ます。 

5. ストレーナを取り出しで、きれいな0巧の中ですずぎ洗いをしでください。 
(水で洗わないでください。） 



■反菊お-ガラス巧筒の掃な（适時） 

参に:*注意*!掃巧は、ストーブを消义させ巧み巧巧しでから、おこなつでください。 

熱い巧巧でおこなラとやけどのおそれびあ0ます。 

•反おお及びガラス円椅にほこりびたまりまずと、反射巧巧か‘悪くなるばかりでなく危検ですので、巧の要領で话時巧 
陈をしてほこりを取りおいでください。 




1• 前面ガードお詢條巧を巧難 （2 旧)かをはずし定谢こまねしでくだぞい， 

2. ガラス巧巧を苗らないようたを意しで、ホな機などで巧がのなこりをきれ 
し、に撕巧しでください。 

3. やねらかい巧などで、巧おお及び巧ラス巧巧巧されし!にないでください。 

4. 掃巧ヴ巧む0ましたら、をとどお0にたットしでください。 




■ポットパーナの揉巧（■時） 

♦ たま意1 禱*は、ストーブ定消义させ巧がが P しでから、おとなってください。 

病い巧•でおこなうとやけどのむそれが友りまず。 

♦ボットバーナにずずびついでがの巧び不ないになつたとさや、ポットバーナの廣にすずやカスカな:まりずぎで*义び 
おそくなつたときは、巧のよラにしでずずを巧り巧いでください。 



1. 上面なードをはずしでぐださい。 

2. がな《ふたをはプしでください。 

3. スケルトンは中ぶたに巧ひ巧いでいまず。スクルトンをガラス田筒にあで 
ないよラにしで、巧ひはすしでください。 

んが巧リングをフレームロツドに当てないよラにを應しで左図の方向に ttS 巧 
リングをま卿レ;巧りだしでください。 




5. な次ヒータ、が火ネットをいためないようにポットパーナ內巧ゆずずを 
ドライパー凌どでかまことしでから、巧などでぶきとつでください。 


6. ななの巧、巧がリングは、ち西のように正しく巧実に巧り巧けでください。 



■ガラス巧簡两巧の m 巧 ( mm ) 


: S - 

插•は、ストーブホ巧义させ巧み巧巧し它から、をこ巧。でください。 

熱い巧•でおこなうとやけどのむそれがありまず* 

参長巧旧の使用により巧ラス円巧がすずけで巧が巧えにくくなったときは、 17ぺーツ r ポットノスーナの推巧 J の巧に 
したがい、スクルトンをはすしでガラス円盾を»なしでぐださい。 















■点义ヒータ-点义ネット-ノズルの点お（シ—ズンの觀め） 

♦な义ヒータや点义ネットにすすび巧をしますと、巧熱び巧下したり、巧のひろびりび悪くなり、な火不良の原因にな 
0ます。 

•ノズルの巧就にすすび巧這しますと、寅を燃焼になった0、ち义不良やお乂時間び巧くなる原因になりまず。 
シーズン巧めには必す点検してください。 

な义ヒータ、点义ネット、ノスルの点お•交操は®損のないよラに;ま意しでおこなラ必要びありますので、化すお眞い 
巧めの販売店に巧療しでください。 

■フレーム□ッド（燃焼制御装ち）の点巧（适持） 

•フレーム□ッドの巧端にすずが巧をしたり、フレームロッドがをおずると、窝巧動の原因になりまず。 

すずの巧ちやフレームロツドのをおびある巧をは、必ずお買い巧めの販巧店におお*交換を巧巧しでください。 


画が無巧を風機ファ ンフイルタの»巧（巧時） 

参ファンフィルタびごみやほこりで目づまりずると、燃焼不をの原因になります。巧の要領でストーブ賴面のフアンフ 
イルタの掃協をおこなつでください。 



1 . 左図の巧切のよラにフアンフイルタに力を如えなびら引き化し、ストーブ 
g 面から取0はすしで < ださい。 

2. ブラシなどでフイルタのほこりを取り巧いでください。 

3. 掃巧び巧わりましたら、ちとどおりに取り巧けてください。 


■燃巧用送風がの掃な（が回な上） 

参がお用ち風がファンにごみやほこりがたまると、ち風力が弱くなりが焼び巧くなつたり、きが大きくなつでくること 
びあります。このよラなときには、燃巧用送®おフアンのほこりを取りおいでください。 



国■お順お 


ストーブを柄!のファンカノ X —と風■卸おおをはすし、ブラシなどで总かにほこ 
りを取り巧いて < ださい。 

♦清掃が巧わりましたら、をとどおりに取0巧けでください。 



■化震などの災害び発生したときの点おについで 

•化ななどの災至び発ちし、ストーブにおおやあおび如わったときは、巧ち前に必す巧のなおをおこなっでください。 
.煙突まわりのはすれ、ちれの確致 
-•灯'庙お宮からのちれの巧認 

点おで異常び見つかった场さは、お質いホめのお荒店に侵巧を巧巧しでください。 


9.定期点お 


長期簡ご巧巧になりまずと、ストーブの点後び必要です。 

2シースンに1◎程度、シーズン終了後などに、お貢いあけ巧又は、修理資巧畜〔(お）曰本5巧燃焼機器巧巧筋を （TE 
L 03 —3499-292 のでおこなラ巧術管理講習を修了者（石油な器巧術爸理±)など）のいる店などに点検巧巧される 
ことをおすすめします。 







■巧のような巧象は湖* IT はお 0 ませ知。 

•巧 巧を筋»される煎こをう一 なおな かめください。 


現 象 


点 

义 

時 

名 

义 

時 

巧めで巧巧ずるとを、角やにおいびでる。 

巧なを巧やほこ。が焼けるためでず。 

しばらく巧をあけで換気をしでください， 

ずぐにな义しない。 

ホ無なが巧なめ示熱持面が2か程度化菱です。 

(示熱時面はち通により多み巧化しまず。） 

がな拍始時やお次をに r ピチピチ J といク 
さる。 

、本体两巧が！!にぶり巧》、化縷ずるためでず。 

点火時にボンと S びする。 

巧义ずるとをに発をずる■次巧で、具推ではありません。 


■使巧中に巧巧がありましたら、巧表により®茵を巧べで姐■をしでくだ之い。 

参原因の ねからないときや、 巧讀の むすかしいときは屋繼 11(^ 巧めの R 巧巧、 または お 症< の C 3 ロナお#なごあ 















燃 

焼 

時 

去 

の 

化 

青炎のみに黄色いお(巧炎)が混じる。 

異常ではありません。 

煙巧の先揣から巧続的に白煙が化る。 

外気おびおくなると、が巧方ス中に含まれでいる水分び 
おおしで水巧巧になるためで、異をが焼による白煙では 
ありません。 

口なぎれの隐、一巧おび大きくなつで消义する。 

異巧ではあ0ません。 


談お□にご连絡ください。 X 設定室温表示にモニターサインび表示されます。 



寒:施遺 




















■巧话巧換のとミの注 ff 

拉ま意 I 不巧ミな li 理、はち R でずので、巧 B のな震、 MS がか蟹め JI をには、お II い 
巧めの巧巧巧なは、 mmmmm 。な)曰ホ s 油懲巧 mhi 巧巧 fi をでおこな夕巧街着理禱ちき修 
7ま （ S 巧 MS 巧術慧理±)など)のいる販議5にごが K < ださい。 


巧な交換はコ□ナ M 正部晶とご指をください。 



12 .保管 (長期間使谓しな U 場离) 


設置したままで巧《される巧をや、しまねれるとをは、曰なの点お•美、巧の巧をが照し、次 
の巧巧でお*しでください。 

1•■巧プラグをコンをシトから巧いちください。 

♦ I A ま是 [j ig ■したをたで iW ダる扇るをれブ、爾寒 プラグな 接 かでください. 

2•巧タンクのななはすっかり班しでぐ igmv ， 

参かに水かやごみを巧したままにしでおきまずと、かがンクかなをずる巧因にな0ます。 

3 •を巧巧巧の巧の巧巧を巧いでくだを1\。 

4•塞装巧かは、しめっを巧で汚れを胃しでかる、からぶましでくだをい。 

5. 巧熱巧のサビなだがみるところを/'^/寺一で»き r 補修巧のを « j ( ii 亮） 
でを装しでください。 

1 '.'' ■ 

6. フアンフイルタのごみやなごりを联胃むでください。 

- ■ .V 

7 •巧部のごみや毎こり寒巧り11も、でく^い。 

た/-.. 















摄華適室は、巧回ま人-曰本ガス5巧がおェまをのち定爸準によ0まず。 


備考) 


■台1旧、巧热板り因、本巧固定を具2旧（ねじ2{因)、3ム巧ち巧芭巧巧バンド2旧 


巧な义巧を装 ■ >ちち巧防止装 B • が巧巧を®巧具な巧出装置-安をサ ー S スタ 


巧 H 白岛お义装置-点义安を装置-燃巧制が装置-停ち安を装置 


5 A -10 A 


480でな下 


110 mm 


106 mm (3 寸5分) 


お义持 340/340 W • 巧大お爲時13/1 3 W 


100 V 50/60 HZ 


26 kg 


离さ6巧 mm • 幅 748 mm ■ 南行 368 mm {置台をまむ) 


木を31.5の2り9«)まで.〕ンクリート49.5の2 (30 B ) まで 


木造 29.5 m 2 (18 豐）まで•コンクリート 41. 5の2に5靈）まで 


67.0% (目盛微かのとま） 


69.0% (目盛大のとき) 


.36 kW 


7.14 kW 


7,330 kJ/h が熟を67.0% 


37,230 kJ/h 巧巧巧69.00/〇 


0,198 L/h 


1.005 L/h 


打巧 （ J 松1君な'进) 


a 巧点火す 


ポット君:.屋内巧-強制おなお-白お対流お 



□ □ 


S 蠢 

3 




















15 .据え巧け 



■； 据え巧け場所の選定のび標冀おえ巧け例 ■ 


担え巧けについでは、义がサ巧み巧、 g 巧お*に巧ずる巧が S 夕などを準がおりまず。巧巧»巧》(工事 《) の 
r 巧にを肅しでいただきたいこと（ままのために化ずお守りください) J をお挤みになり、販巧店及はちえ巧け業きとよ 
くご巧なしでください。また、[權夕巧え巧け巧 IJ についでは、 24ページ 、また、 r 煙巧 COT り巧け j についでは、む 
〜28ページ を参なしでぐださい。 


■ 搪えがけ 緩の磯飄_一 1 


おえがけびなわ0ましたら、をラー度、巧扱が巧 ■ (エ學》)の r 持にま g しでいただきたいこと（巧をのために化ず 
おなりくださいりをおなみにな0、巧扱お脚 ■ (エ擊攝)に E 巧されでいるとおり据え付けられでいるかどうかを巧 
巧しでください。 


M 試選転_ _ ■ 


巧*おは巧巧巧及は巧え巧け業をとごいつしよに化すおこなつでくださし、 

■通巧巧!！ ■通巧■お乂の季なは、巧巧巧巧 ■ (エ擊 )1) の 28ペー:ジ を参照しでください。 













■工事編 


1.特に注意しでいただきたいことほきのために必ずお守りくださし、) 


この工事說おさには、まをに正しく据え f なけでいただくために、いろいろな絵表示び記巧されでいます。そ 
の表示と意巧は次のよラになっています。内容をよく巧解しでから、本文をお読みになり据えはけ工事をお 
こなっでください。 

A 奋§とヒこの表示をおおしで、作業を誤った場合にた業者び、またはその巧集をの不具台によっで使巧 
ZIA sCP ぎが、巧 C 、 重巧を負ラ可能な、または义災の可能化び想定される内容を示しでいます。 

A ゴ C この表示をおおしで、作業を誤った场さにた業着が、またはそのた業をの不具台によっでを巧 

/!\ /± M ちが、なきを負ラ可能なや物的損害の巧をがち定される巧容を示しています。 


絵表示の例 



A 記君は注意を促す内容びあることを告げるをのです。 

因の中に具化巧なな意巧容(左図の場含は一般的な;ま意)び描かれでいます。 

&お置は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中や巧傍に具体的な禁止内容び描かれています。 

〇お音は巧為を指示する巧容を告げるちのでず。 

図の中や近房に具巧的な禁止の容び巧かれています。 


逆^警告 


春据えがけや移動は、販売店又は据え付け工事業者が巧つてくださし、。 

お客様ご白身で据え巧けをされ不備びあると感逗や义災の原因になります。 

♦据えがけは乂災予防条例、電気設備に関する技術基準、電気工事は 
指定の工事巧に依頼ずるなど法令の碁準を守って行つて<ださい。 


•屋内排気禁止 

屋巧にが気すると、がガスび室巧に巧巧しで危巧です。 
必す屋外にが巧しでください。 


•煙突を確実に接続 

煙突をお実に接続し、しっか0と固定しでください。風、振動、衝おなど 
で外れたりすると運拓かに排ガスび室巧にちれで盾巧です。 tit 



〇 

〇 


0 



/ K 注意 


♦次の場所には据え付けない义災やず想しない事故の原因になりまず 

• 水平でない場所、不を定な场所 -巧巧に燃えやすいをのびある現巧 

-不安定な物をのせた側などのて ’階段、猩難□などの化巧で避難の宝巧とな 

-巧燃性ガスの巧生する塌巧及はたまる場巧 る巧巧 

-燃焼に必夏な空気を取り入れる空気取入口 -肪义巧策をしていないマントルピース 


0 


のない塌巧又は換気のおこなえない巧所 


温室、飼育室など人のいない場巧 


•可燃物との距離を離ず 

•ス I ブ及び巧巧から罔囲の巧 
燃物までの溢巧お巧は义災そ防 
を例で規定されでいます。図の 
よラにしでください。 

•ス I ブはが属の匿台の上にお 
え巧けでください。 


(倆者） 20饥が上 

1 . A • B 寸をは、 20 cmuu ；、 

IScmi ^ 上と示しでいます 百 fl : 
び、理巧と可燃物とのお稱 I 

( 4 5 cmU 上)でち規聞され蹄 
ます，お巧.点巧をき*し. I 

可谎のとの距强が長くなる物 I 
よゥにお*しで < ださい。 I 

2. 適蘇板を取0はけない话さ P 

は、側面とのお範巧 30 cm I 

な上强しで < ださい。 M 


化 cm な上 


<巧お据え巧け研> 

巧 0 cm な上 


1 50cm な上 



45別1な上 
巧/ 


〇 











1 •特にを意しでいただきたいこと ( s 全のために必すお劈りください) 



•家屋ち通がのま巧 


‘巧巧が巧巧巧の S などを眞通ずる®分は化ずめがね5をな巧し 
でください。 

• ル8*、天巧 * などにある舒分は金*ながの不なが巧で巧义上 
育巧な巧*をおこなって < ださい。 

• 巧がなの震’巧な-ル歷 g • 巧な*などを《通するぶ分及び、 
そのな巧では爆巧の接«はしないでください。 



♦煙突の固を 

’巧巧は、宙やお®などで巧れないよラまま巧ちやる无線などで苗ちしでください。 
•巧突は、 1.5 〜 2 m おをに垣をを貝で团をし、呂靈ホ交える巧分はをそ文は、巧 
りを g で®固にま巧しでください。 



•ドラフトレギユレータの取り巧け 

巧巧の引き（ドラフト）いとが巧不良が発生しまず。 

巧の煙巧投■の«をは化す、ダブルドラフトレギユレータ（巧売扭 DR -1) 
を巧0化けでください。 

-藥さな巧に巧病する爆さ-な舉ブ巧な上に立ち上び0が馬い場ろ 
• 巧が巧くで巧が巧むような巧を 


ドラフ h レギユレータ 



•巧タンクとの距推を巧す 

•巧タンクは、ストーブとの面(口巧义上ち巧なさなどが無い 
場をは、 2 m な上薩しでください。 

•屋内の巧■巧のなタンクは、■やじゅうたんのとは巧け、 
不が巧の床上に巧えほけでください。 



• ゴム製織ちの层ぺ獅禁止 

ゴム巧を巧管は《外で使巧しないで < ださい。 
ひび巧れを生じで莊ちれの R 茵になります。 


0 


•煙突の点巧 

巧えがけがちねつたら、をラー度な巧しでください。 

巧のよラな巧0がけは、ち巧であったり、不ミを巧燒をおこずおそれがおるので、化ず修正 
しでください。 



•下り巧も下向き巧がり巧止 •トップと巧□巧は lm な上のこと 








お包おには、巧の巧巧品び入つでいますのでお記しでください。 

I 油品お 1 mm I ~ W 


— 

巧 

お 

ち 


旧巧 

置 




な 

1 

本巧固定を具(ねじ2巧） 

2 

ゴムおを油ち巧げパンド 

2 

お 


m 


板 

1 

取 

扱 

説 

旧 

m 

1 


ストーブの下に巧く 


3 •おそ巧け 



据えけけについでは乂お予巧ま例、電気設備に関する技術基準などるちの基準がちりまず。24〜2目ぺージの「特にま 
意しでいたださたいこと（巧をのために必すお守りくださいりをお読みになり、販巧店又は提え巧け業きとよくご巧 
談しでください。また、「標準おえ巧け例 J については、 24ページ 、また、「煙突の取り巧け J (こついては27〜28ぺ一 
ジを參照しでください。 


■ 


おを巧け方法 


■ 


■畳台の取0巧けと水平お節 

ストーブの下には化ず巧台を使巧し、ストーブをか平にし、必す置台と固定しでください。 

11 1. ストーブのを拥の況節脚び置台の脚位置 （2 力巧）じ、一致するよラに設宙しでくださ 


2. 水平おを見ながら4個の調節脚を泪節しでス I ブを水平に据え巧けてください。 



水平苗一^ ||| m 
ふりこ- UJ みり/こ点か 



上から見でか平おのふりこがホれ巧 
にあれぶ、ほぼが平です。 


3. 本体固定を具をス I ブの測面から、置台の引っかけ部に差しこみ、巧属のねじでスト 
ープに固定してください。固定は、両側面2力巧です。 


■巧タンクの組なてと据え巧け（別巧届） 

♦組なでは巧タンク巧唐の取巧説巧塞にしたびつでおこなつでください。 

♦巧タンク油面はス I ブ本体設®床面より島さを 30 cm から 2 m が巧で設宙しでください。 
参おタンクの設僅、取り扱いについでは、各が区の义巧ぞ巧を例にしたびつでください。 


ゴム製送が管の取0巧け方 

III / 垂ゴムおち巧有にゴム製を巧含締巧パンドをはめで力、ら、巧タンクとス I -ーブのゴム普口に 

一一- 十分巧しこみ、ゴム巧を巧含巧がバンドで強く締め巧けてください。 






讓..童^^:; 


心:';-; . J 梦麵 




だ遷 





•ゴムお送巧きの途中が山おになったり、をつれたりしでいますと、空気がたまっで巧瓶が 
流れないことびあります。平になるよラに直しでください。 











おえ巧じ巧る 


■を画巧管(網巧送な管) 16 エの場をのを] K 

参定迪面巧へのごみの»入を巧ぐため、拓含工事な了を、ストーブと巧なする苗にはかが民 g 巧にな巧を流しでのが- 
ごみなどを巧り巧いでください。 

■，巧巧練 

♦テレビやラジオから1 m な上度しでくだちい。 

♦ g 巧プラグは、かす麵史お推された巧相 100 V のコンだントに*しこかでくだぞい。 

♦ S 拓時の ■% t ^90 V は下及び、 VTOV を巧えるホ含は、な!擊の面巧になることびありまず。 

この巧合は、霉力をが CMS を工事巧に巧賴して、巧巧しでください。 

■煙巧のちちを巧 S ずる巧さ 

煙巧のちちを巧 g ずる場をは、巧のようにおこなつてください。 

1 . 上面ガードをはすしでください。 

2. 煙突巧な□ホ面をしている3本のねじをはずし、中の/ X ツキンを巧 
傷しないよラに巧ちおな〇をはすしでください。 

3. 巧巧巧規□みたを商をしている3本のねじをはすし、中のパツキン 
を巧なしないよラに煙突巧巧□ふたをはずしでくださし、。 

4. 巧这みはがの S 巧で巧みかえでください， 



4.煙突の巧り巧け 


■煙巧の径 

参巧巧は丘径 106 mm (3 マち分）を巧巧しでください。 

■横引ま、。ち上がりの樣举すを 

参煙巧のなちとがり、檢到きの樣巧々巧は、なち上びりあ 3.6 m (4 本)、横到きあ1ぶ m に本）です。 

横引さヴ樣準なまよ0巧くなる巧をは、その長さの1/2をなち上が0に追沉しでください。 

(お》ホ巧のため、巧巧の横引を S さはでまるかぎ0巧く、 2 m な巧にしてください。） 

• E がの立ち上がり巧の下がには、水巧ををつけで兩水が入るのを巧いでください。 

参横き!きは10分の1なとの上り巧 R になるようにしてください。 

参横引きはできるだけおくし、ベンド（エビ巧）は3巧な了になるよラにしでください。また、 B ちけアダプター(巧 J 
巧苗）などの巧0付けをご巧狩<ださい。工事巧とよくご巧がくだをい。 

♦1 本の煙巧を化のストーブなどと巧巧することは巧けでください。が巧がおぐなります。 

■煙巧巧 m (トップ)の值置 

参煙巧トップは、屋根面から塞宙駐 iSOcm なと*!しでください。 

♦巧巧トップから水平苗 ilm な巧に WHS 家屋などの軒ヴあるときは、まらにそれより、 eocrr 似上麵しでください。 
•をなどのな□巧からは* I m なと離しでください。 

参煙巧トップのの■はま巧-立木などめが巧をみで、あらゆるち巧の S が巧0巧けるの■にしでください。 


■トップの於伏 

鲁«巧トップには、逆曲ち止のための「巧お H 型トップ i を巧り巧けでください。 

■ドラフトレギユレータ（斑兄苗）の巧りなけ 

• iA>±itl •巧の引を(ドラフト）が強いと«巧不ちが巧をします。 

巧の巧おお■の》合は化す、ダブルドラフトレギユレータ ( DR -1) を巧り巧けてください。 
♦集合煙突に巧なする巧を♦な举ブ巧な上になち上が0た巧い場を 
一•巧び巧くで巧び巧むような»を 



nai 






■集さ煙突を利巧する場さのごまな 


♦集を煙突に差しこむ 目 4目 J g ぃ例つ >2 つが上のストーブを使用 

先端は巧因のよラに巧革白が ずるときは、お引部分の長 

してください。 ini = y y いちを上にしでください。 

- , ] ^ I ' * 巧"巧 m l I'm 

興を巧 巧の涅。扣 



•集ち煙突を使巧する巧さは、設宙ちをなどじついで必すき門業着にご相談しでください。 


■煙突の取0がけ因 

' 巧突の先端からか平巧お1 m な内に建物の巧がある场をは、その巧から 60 cm ' 
、が上离くずること。巧突の巧端から1 m な巧に建物の巧口が（あ）びないこと。/ 



■結涅がの処理 



♦巧巧の巧引き部にな巧水び出る場合は、則巧の强受けアダプター （ USB -1) ス、集ち煙突の凍結そ防には集さ煙突 
ま結防止ヒータ （ USB -3) をご使用<ださい。販売店にご相談<ださい。 


^ van た — 

5.訊運拓 


試運おは使巧者とごいつしよに必すおこなつでください。 

■運括準備 

• lA >± g ] 電巧プラグをコンたシトに巧の巧巧まで巧!!にましこんでください。 

参'巧タンクにお巧し、を巧経抬の空気巧ぎをしてください。 

参を巧経をやストーブより巧ちれびないかお韶しでください。 

参をを装宙をたツトしでください。〔定巧面器リたツトレ;(黒毎）をを方向に止まるまで巧しでください。） 
•タイマー運起になつでいませんか。 


■運盾 



1. 運起スイツチを押しで[入」にしてください。 

♦ r ごま意 I 巧めでお巧いになるときは、耐巧巧巧などび巧けて巧と II いがでまず。 
ちをあけで巧 a の巧巧をしでください。 

参3〜4分担!のホお燃(焼びおわると本燃おにのりかわ0ます 

2. 異常びなければ、义力巧節つまみを I ■微か J 〜 r 大 J に設定しでください。 

参絶のがおは、 S い《の中にい<らかの黄きいお（巧火'）がまじってを異常ではありません。 


■消义のま順 

•細® 


参運拓スイツチを巧しで fiJDJ にしてください。運艇ランプが消巧します。燃焼きび冷卸す 
ると自動的に燃巧巧を風機び停止し、時刻表示ながのすべてのランプび消なします。 
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